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て
、
実
戦
形
式
の
練
習
に
移
っ
た
。
ピ
ッ
チ

に
選
手
た
ち
の
声
が
響
き
渡
る
。
選
手
よ
り

大
き
な
声
を
出
し
て
い
た
の
が
、
ペ
ト
ロ
ヴ
ィ
ッ

チ
監
督
。
良
い
プ
レ
ー
は
し
っ
か
り
と
ほ
め
、

連
携
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
と
き
に
は
、

練
習
を
止
め
て
伝
え
て
い
く
。
時
に
激
し
く
。

時
に
冷
静
に
。
練
習
は
さ
ら
に
激
し
さ
を
増

し
て
い
っ
た
。

音
も
楽
し
む

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
広
報
担
当
の
白
石
し
ら
い
し

聡さ
と
しさ
ん
に
、
練
習
見
学
の
楽
し
み
方
を
聞
い

た
。｢

近
く
で
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
第

一
だ
と
思
い
ま
す
。
練
習
で
は
失
敗
を
恐
れ

ず
に
、
１
２
０
％
、
１
５
０
％
の
力
で
ど
ん

ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
。
そ
ん
な

選
手
の
プ
レ
ー
を
見
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
聞
こ
え
て
く
る
い
ろ
い
ろ
な

音
も
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
ボ
ー

ル
を
蹴
る
と
き
の
音
、
ボ
ー
ル
を
も
ら
い
た

い
と
き
の
声
、
監
督
の
指
示
、
足
と
足
が
ぶ

つ
か
る
音
な
ど
、
試
合
中
で
は
歓
声
に
か
き

消
さ
れ
て
し
ま
う
音
が
、
こ
こ
で
は
聞
こ
え

て
き
ま
す｣

。
試
合
会
場
で
は
味
わ
え
な
い

楽
し
み
が
、
こ
の
吉
田
サ
ッ
カ
ー
公
園
に
は

あ
る
と
す
す
め
て
も
ら
っ
た
。

選
手
と
の
距
離
が
近
い
場
所

｢

選
手
た
ち
か
ら
た
く
さ
ん
の
力
を
も
ら
っ

て
い
ま
す｣

。
こ
う
話
す
の
は
、
安
佐
北
区

か
ら
見
学
に
訪
れ
て
い
た
、
佐
藤
綾
さ
ん
と
、

尾
崎
睦
美
さ
ん
。
練
習
見
学
が
き
っ
か
け
で

知
り
合
い
に
な
っ
た
。
こ
の
サ
ッ
カ
ー
公
園

の
魅
力
を
聞
く
と

｢

選
手
と
の
距
離
が
近
い

こ
と｣

と
話
す
。
練
習
が
終
わ
っ
た
と
き
や
、

食
事
に
向
か
う
と
き
に
は
、
気
軽
に
声
を
か

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
日
も
、
色
紙
や
、

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
、
応
援
旗
な
ど
に
サ
イ
ン

を
求
め
る
フ
ァ
ン
の
姿
が
多
く
見
ら
れ
た
。

２
人
の
友
達
に
は
、
京
都
か
ら
見
学
に
や
っ

て
く
る
人
も
い
る
そ
う
だ
。
30
分
で
来
ら
れ

る
こ
と
を
う
ら
や
ま
し
が
ら
れ
る
と
い
う
。

そ
れ
で
も
や
は
り
理
想
は
安
芸
高
田
市
で
暮

ら
す
こ
と
。
時
間
に
縛
ら
れ
ず
、
練
習
を
見

た
い
と
話
す
。
時
折
、
吹
く
強
い
風
を
避
け

な
が
ら
、
ボ
ー
ル
の
行
方
を
目
で
追
い
か
け

て
い
た
。

ト
ッ
プ
を
争
う

ユ
ー
ス
か
ら
の
輩
出
率

今
年
、
３
名
が
ユ
ー
ス
か
ら
ト
ッ
プ
チ
ー

ム
へ
と
登
録
さ
れ
た
。
こ
れ
で
、
サ
ン
フ
レ
ッ

チ
ェ
広
島
の
登
録
選
手
の
う
ち
、
14
人
が
ユ
ー

ス
出
身
。
登
録
選
手
に
対
す
る
ユ
ー
ス
出
身

選
手
の
割
合
は
約
50
％
に
な
る
。
こ
の
割
合

は
、
Ｊ
リ
ー
グ
す
べ
て
の
ク
ラ
ブ
の
中
で
も

１
、
２
位
を
争
う
。
学
校
を
終
え
た
ユ
ー
ス

た
ち
も
サ
ッ
カ
ー
公
園
に
や
っ
て
き
た
。
フ
ェ

ン
ス
に
く
っ
つ
い
て
、
先
輩
た
ち
の
動
き
を

見
つ
め
る
。
こ
の
中
か
ら
も
、
ト
ッ
プ
チ
ー

ム
へ
上
が
る
で
あ
ろ
う
。
あ
の
ピ
ッ
チ
の
中

に
自
分
も
入
る
と
い
う
強
い
気
持
ち
が
ひ
し

ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
た
。
４
時
半
す
ぎ
、
ユ
ー

ス
の
練
習
も
は
じ
ま
っ
た
。
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サポーターと一緒に練習を見学するユースたち｡
先輩たちも､ こうしてプレーを見てきたはず｡

他のチームのサポーターがこ
こに来るとよく驚かれていま
す｡ 理由は選手と私たちとの
仕切りがないこと｡ 選手たち
に気軽に声をかけられ､ ｢が
んばって｣ と伝えられること
が信じられないようです｡ そ
れだけ､ このサッカー公園は､
選手たちと身近にふれ合える
施設なのだと思います｡

尾崎
お ざき

睦美
むつ み

さん (右)

佐藤
さ とう

綾
あや

さん (左)

他チームのサポーターから驚かれます

２月17日 (日) サンフレッチェ
広島の選手､ クラブ関係者が清神
社に参拝しました｡ 本谷祐一代表
取締役社長､ ペトロヴィッチ監督､
佐藤寿人選手会長が玉串を捧げ､
今シーズンの必勝を祈願しました｡
休日であったこともあり､ 境内
には大勢のサポーターが集まりま
した｡ 祈願の後に行われたサイン
会には､ 選手たちの前に長蛇の列
ができていました｡

①絵馬を奉納する佐藤寿人選手と森崎
浩司選手｡ この絵馬は安芸高田市内
の有志たちによって寄贈されたもの｡
②毛利元就役の小又智さんから三本の
矢を受け取ったペトロヴィッチ監督｡
③今シーズンの新入団選手の紹介が行
われた｡ ユースから３人昇格し､ レ
ンタル移籍していたユース出身選手
２人が復帰した｡

���������������������������①

②

③

小
雪
が
舞
う
、
吉
田
サ
ッ
カ
ー
公
園
。
ピ
ッ

チ
の
周
辺
に
は
、
雪
が
山
積
み
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
日
の
練
習
の
た
め
、
公
園
を
管
理

す
る
安
芸
高
田
市
地
域
振
興
事
業
団
の
ス
タ
ッ

フ
を
は
じ
め
、
ユ
ー
ス
の
監
督
や
コ
ー
チ
、

ユ
ー
ス
の
選
手
た
ち
、
西
浦
地
域
の
人
も
助
っ

人
と
し
て
、
雪
を
外
に
運
び
出
し
た
。
除
雪

作
業
は
３
日
が
か
り
。
冬
場
の
サ
ッ
カ
ー
公

園
は
雪
と
の
戦
い
で
も
あ
る
。

午
後
３
時
30
分
。
練
習
は
始
ま
っ
た
。
陽

が
差
す
と
、
少
し
ば
か
り
寒
さ
が
や
わ
ら
い

だ
が
、
雪
を
乗
せ
て
吹
い
て
く
る
風
は
冷
た

い
。
円
に
な
っ
て
ボ
ー
ル
を
奪
い
合
う
準
備

運
動
が
行
わ
れ
た
後
、
コ
ー
ト
の
半
分
を
使
っ

2

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
と

ま
ち
と
の
つ
な
が
り

平
成
４
年

▼
Ｊ
リ
ー
グ
発
足
を
前
に

｢

'95

ひ
ろ
し
ま
は
変
わ
る
10
万
人
委
員
会
吉
田

の
集
い｣

の
招
き
に
よ
り
、
サ
ン
フ
レ
ッ

チ
ェ
広
島
が
吉
田
町
に
来
町
。
そ
の
後
、

選
手
と
町
民
が
交
流
。

平
成
５
年

▼
ユ
ー
ス
チ
ー
ム
結
成
。
▼
Ｊ

リ
ー
グ
が
開
幕
。
ホ
ー
ム
開
幕
戦
に
、
吉

田
町
か
ら
１
０
０
名
が
応
援
に
参
加
。
▼

吉
田
町
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
フ
ァ
ン
ク

ラ
ブ
発
会
。
▼
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
の

練
習
拠
点
を
吉
田
町
に
置
く
協
定
調
印
。

平
成
６
年

▼
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
初
優

勝
。
共
同
福
祉
会
館
に
設
置
さ
れ
た
大
型

ス
ク
リ
ー
ン
の
前
は
歓
喜
の
渦
に
つ
つ
ま

れ
る
。
▼
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
ユ
ー
ス
寮

｢

三
矢
寮｣

完
成
。

平
成
７
年

▼

｢

ふ
れ
あ
い
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル｣

開
催
。
小
中
学
生
約
５
０

０
人
が
選
手
た
ち
と
交
流
。
▼
サ
ン
フ
レ
ッ

チ
ェ
か
ら
吉
田
町
へ
ゴ
ー
ル
ポ
ス
ト
８
組

の
寄
贈
。
▼
ユ
ー
ス
チ
ー
ム
Ｊ
ユ
ー
ス
カ
ッ

プ
優
勝
。
結
成
３
年
目
で
の
快
挙
。
優
勝

祝
賀
会
開
催
。

平
成
10
年

▼
吉
田
サ
ッ
カ
ー
公
園
完
成
。

平
成
11
年

▼
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
、
サ
ッ
カ
ー

公
園
で
練
習
開
始
。

平
成
12
年

▼
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
フ
ァ

ン
感
謝
デ
ー
が
吉
田
サ
ッ
カ
ー
公
園
で
開

催
。

平
成
18
年

安
芸
高
田
市
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ

広
島
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
発
会
。
▼
ユ
ー
ス
出

身
の
駒
野
選
手
が
、
日
本
代
表
と
し
て
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
に
出
場
。
市
民
を
あ
げ
て
の

応
援
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

１月31日｡ トルコキャンプ出発前､ 吉田での最後の練習｡
ドリブルで駆け上がるユース出身の森脇良太選手｡

�����������������
｢｢三三矢矢のの訓訓｣｣ ががチチーームム名名のの由由来来のの ｢｢ササンンフフレレッッチチェェ広広島島｣｣｡｡

トトッッププのの選選手手たたちちはは､､ ササッッカカーー公公園園でで練練習習をを行行いい､､

ユユーーススははここののままちちでで､､ ププロロをを目目指指ししてていいるる｡｡

安安芸芸高高田田市市ととののつつななががりりははととててもも強強いい｡｡

ここののままちちはは､､ だだれれかかららととももななくく､､

ママザザーータタウウンンとと呼呼ばばれれるるよよううににななっったた｡｡

今今シシーーズズンン､､ 登登録録選選手手のの約約半半数数がが

ユユーースス出出身身とといいうう構構成成ににななっったたササンンフフレレッッチチェェ｡｡

ここののままちちでで成成長長ししたた多多くくのの選選手手たたちちがが､､

JJ２２とといいうう厳厳ししいい戦戦いいのの舞舞台台にに立立つつだだろろうう｡｡

｢｢AALLLL FFOORR JJ１１ ((すすべべててははJJ１１復復帰帰ののたためめにに))｣｣

ここれれがが今今年年ののキキャャッッチチフフレレーーズズだだ｡｡

｢｢母母ななるるままちち｣｣ かかららででききるるここととはは｡｡

JJ１１復復帰帰ののたためめにに大大ききななエエーールルをを送送りりたたいい｡｡



こ
の
ま
ち
で
き
ず
い
た
絆

｢

駒
野
や
森
崎
兄
弟
と
同
級
生
だ
っ
た
息

子
さ
ん
を
持
つ
お
母
さ
ん
か
ら
聞
い
た
話
で

す
。
息
子
さ
ん
の
結
婚
式
の
時
、
選
手
た
ち

か
ら
祝
電
が
届
い
て
い
た
と
感
激
を
さ
れ
て

い
ま
し
た
。｣

同
級
生
だ
っ
た
選
手
の
活
躍

が
自
慢
に
な
っ
て
い
る
と
、
稲
田
寮
長
の
耳

に
届
く
回
数
も
最
近
特
に
多
く
な
っ
た
そ
う

だ
。｢

高
校
の
同
級
生
と
い
う
の
は
、
選
手

た
ち
に
と
っ
て
も
、
大
き
な
応
援
団
の
よ
う

な
も
の
。
大
切
な
存
在
に
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。｣

と
微
笑
ん
だ
。
や
は
り
何
年
た
っ

て
も
、
学
生
時
代
に
築
い
た
絆
は
強
い
と
感

じ
る
。

年
末
に
開
催
さ
れ
る
ユ
ー
ス
の
Ｏ
Ｂ
会
に

は
、
毎
年
大
勢
の
卒
業
生
た
ち
が
集
ま
る
。

み
ん
な
三
矢
寮
に

｢

た
だ
い
ま｣

と
言
っ
て

や
っ
て
く
る
そ
う
だ
。
ユ
ー
ス
時
代
に
学
校

か
ら
帰
っ
て
き
た
と
き
と
同
じ
よ
う
だ
と
稲

田
寮
長
は
笑
う
。
年
数
が
た
つ
に
つ
れ
て
、

ユ
ー
ス
時
代
に
聞
い
て
い
た
言
葉
、
吉
田
高

校
や
こ
の
寮
で
過
ご
し
た
生
活
や
、
学
ん
だ

こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
た
と
話
し
て
く
れ
る

そ
う
だ
。
卒
業
生
に
と
っ
て
、
母
な
る
ま
ち

は
第
２
の
ふ
る
さ
と
に
な
っ
て
い
る
と
、
稲

田
寮
長
は
話
し
て
く
れ
た
。

高
宮
町
出
身
だ
が
、
仕
事
の
関
係
で
長
年

ま
ち
を
離
れ
て
い
た
寮
長
。
こ
の
仕
事
で
帰
っ

て
き
て
、
最
近
、
強
く
感
じ
て
い
る
こ
と
が

あ
る
と
い
う
。｢

ま
ち
の
皆
さ
ん
、
特
に
高

齢
者
の
皆
さ
ん
は
と
て
も
お
元
気
だ
な
と
感

じ
ま
す
。
ま
た
そ
の
人
た
ち
は
素
晴
し
い
知

恵
の
持
ち
主
。
話
の
中
に
は
、
こ
れ
か
ら
の

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
と
地
域
と
の
関
わ
り
と
い

う
面
で
も
、
た
く
さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
い

た
だ
け
ま
す｣

。
ユ
ー
ス
も
地
域
の
み
ん
な

と
一
緒
に
な
っ
て
母
な
る
ま
ち
の
元
気
の
源

に
な
り
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
ユ
ー
ス
た
ち

の
父
親
も
が
ん
ば
る
。
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ユースの中には全国大会や国際大
会を経験した選手たちもいます｡
出場という経験を通じて大きな成
長をします｡ これまでも何人も代
表を経験したユースたちを見てき
ましたが､ 顔つきが変わってきま
す｡ そんな子どもたちと一緒に学
校生活が送れるということは､ 他
の子どもたちにとっても素晴しい
影響があると思います｡

世界を経験した生徒が学校にいること

吉田高等学校ＰＴＡ 会長

前重
まえしげ

昌敬
まさたか

さん

学校では見せない一面も見てもらいたい
学校ではクラスメイトから､ 遊び､ 部活､ アルバイト､
神楽などいろいろな話を聞いています｡ 自分たちは経験
できないことなので､ とても新鮮です｡ また､ 自分たち
にも､ サッカーのこととかを聞いてくれると､ 興味をもっ
てくれているのだなとうれしくなります｡ ｢がんばって｣
と声をかけてもらえると､ 心の中のもう一つのモチベー
ションが高まっていきます｡
クラスメイトには､ ぜひ１度､ サッカー公園である試
合を見に来てもらいたいと思っています｡ 学校ではおそ
らく見せない真剣な表情を､ メンバーのみんなはしてい
ると思います｡ 応援に来てもらうためにも､ 学校生活の
中で､ ユースは威張っているからなと思われるのではな
く､ みんなで応援に行ってみようと思ってもらえるよう
な関係を作りたいなと思います｡

｢全員が走れて全員が戦えるチーム｣ に
チームの目標は､ クラブユース選手権大会､ 高円宮杯､
Ｊユースカップという全国大会が３つありますが､ 最低
で１回､ 最高３回の優勝をすることです｡ 今のチーム力
は､ 優勝を狙える位置にはあると思いますが､ 絶対的な
力というのはまだありません｡ 春から夏にかけて､ チー
ムの伝統でもある ｢全員が走れて､ 全員が戦える｣ が常
にできるチームに成長していきたいと思っています｡ Ｊ
ユースカップ予選大会を上位で通過すると､ 決勝トーナ
メントの１回戦が安芸高田市でできます｡ 目標の第１ス
テップとして､ まずはこの大会を安芸高田市に引っ張っ
てきたいと思っています｡ この試合をぜひクラスメイト
に見てもらいたいと思っています｡

温かく受け入れてもらっていると感じます
安芸高田市の皆さんは素晴しいなと思わせてもらって
いることがあります｡ それは､ あいさつを返してもらえ
ることです｡ あいさつをさせてもらって､ 大きな声で返っ
てくると､ とても気持ちよくなります｡ 実家に帰ったと
きに､ 周りの人にあいさつをすると､ 全然返ってこない
んです｡ これは自分だけで無く､ 他のメンバーも同じこ
とを言っていました｡ 気持ちの良いあいさつが返ってく
ると､ 他のまちから来た自分たちも温かく受け入れても
らえているのだなと思います｡ とても皆さんに感謝した
いところです｡

サンフレッチェ広島
ユース キャプテン

池田
いけ だ

康平
こうへい

さん

��������������������������
���������������������

｢｢母母ななるるままちち｣｣ かかららののエエーールル
ササンンフフレレッッチチェェ広広島島 ＪＪ１１復復帰帰をを願願っってて

INTERVIEW

INTERVIEW

三矢寮寮長

稲田
いな だ

稔
みのる

さん

一
生
懸
命
が
ん
ば
れ
る
人
間
に

｢

ユ
ー
ス
の
選
手
た
ち
に
は
、
サ
ッ
カ
ー

選
手
と
し
て
立
派
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
気
持
ち
も
当
然
あ
り
ま
す
が
、
人
間
と

し
て
、
社
会
人
と
し
て
、
目
標
に
向
か
っ
て

一
生
懸
命
頑
張
れ
る
人
間
に
成
長
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。｣

稲
田
寮
長
は
、

ユ
ー
ス
の
選
手
た
ち
の
父
親
が
わ
り
と
し
て

の
気
持
ち
を
こ
う
話
す
。
全
員
が
寮
生
活
。

親
元
を
離
れ
て
の
生
活
で
は
、
自
分
の
こ
と

は
自
分
で
行
わ
な
い
と
い
け
な
い
。
中
学
３

年
生
で
や
っ
て
き
た
子
ど
も
に
は
、
ま
ず
洗

濯
機
の
使
い
方
か
ら
教
え
る
。
第
一
に
親
の

あ
り
が
た
さ
を
感
じ
る
子
ど
も
た
ち
が
多
い

と
い
う
。

三
矢
寮
で
は
、
生
活
を
す
る
中
で
必
要
な

い
ろ
い
ろ
な
決
ま
り
が
作
ら
れ
て
い
る
。
設

立
当
時
、
全
寮
制
の
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
チ
ー
ム

と
い
う
の
は
全
国
的
に
も
例
が
な
く
、
稲
田

寮
長
が
手
探
り
で
作
り
上
げ
て
き
た
。
生
活

の
決
ま
り
の
中
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
決
め

た
も
の
も
あ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
が
携
帯
電
話
。

使
え
る
時
間
も
、
自
分
た
ち
で
決
め
さ
せ
た
。

プ
ロ
と
い
う
厳
し
い
世
界
に
挑
戦
し
て
い
く

た
め
に
は
、
何
か
の
犠
牲
も
必
要
と
稲
田
寮

長
は
考
え
て
い
る
。

4

�����������他
チ
ー
ム
よ
り
群
を
ぬ
く
大
会
成
績
を
残
す
ユ
ー
ス
チ
ー
ム
。

そ
の
成
績
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
ユ
ー
ス
た
ち
の
生
活
面
で

の
評
価
も
高
い
。
こ
の
ま
ち
で
過
ご
す
３
年
間
で
何
を
伝
え

て
い
る
の
か
。
三
矢
寮
の
稲
田
稔
寮
長
に
話
を
聞
い
た
。

新年度のユースチームのメンバーは36人｡ チーム一丸となって日本一を目指す｡������������������������������������������
吉田高等学校 教諭

池田
い けだ

英基
ひで き

さん

２・３年前から､ 東京を中心とす
る吉高同窓会関東地区会の総会で､
サンフレッチェの試合が近くであ
るときは､ 誘い合わせて応援に行
こうという話が出ています｡ 離れ
た地にも届く､ 母校の後輩たちの
活躍がとても気になるようです｡
私も広島ユースをはじめ､ 各部の
素晴らしい活躍を心強く思い､ 心
より拍手を送ります｡

自慢の後輩たち

吉田高等学校同窓会 会長

福田
ふく だ

進
すすむ

さん

ユースのメンバーは､ クラスのムー
ドメーカーになってくれていると
思います｡ 手を上げて何かをいっ
たり､ 人前で何かをしたりという
ことが得意といいますか､ 物怖じ
をしないところがあります｡ 体育
祭や球技大会､ 文化祭などの行事
の際も､ あぜんとさせられること
もありますが､ とても盛り上げて
くれます｡

クラスの中のムードメーカー

INTERVIEW INTERVIEW
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三矢寮 寮母

稲田
いな だ

敏子
とし こ

さん

サンフレッチェに声援を送り続けている母た
ちがいた｡ そんな母たちの思いを聞いてみた｡��������������

���������������安芸高田市サンフレッチェ
広島ファンクラブ会員

花房
はなふさ

鶴子
つる こ

さん
(吉田町)

��������������
���������������安芸高田市サンフレッチェ

広島ファンクラブ会員

光永
みつなが

トキコさん
(吉田町)

���������
｢｢母母ななるるままちち｣｣ かかららののエエーールル
ササンンフフレレッッチチェェ広広島島 ＪＪ１１復復帰帰をを願願っってて����������������������2006年卒業のユース生

中山修志さんの母

中山
なかやま

ひとみさん
(向原町)

INTERVIEW

実
は
私
は
Ｊ
２
の
戦
い
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
ユ
ー
ス
出
身
の
選
手
た
ち

が
各
ク
ラ
ブ
で
た
く
さ
ん
活
躍
し
て

く
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
山
形
、
甲

府
、
岐
阜
な
ど
で
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。
今
年
は
一
緒
の
リ
ー
グ
な
の
で
、

そ
の
子
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

チ
ー
ム
と
し
て
は
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ

の
応
援
に
な
り
ま
す
が
、
ユ
ー
ス
出

身
の
選
手
に
は
が
ん
ば
っ
て
も
ら
い

た
い
な
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
す

ね
。
そ
れ
は
母
心
と
い
う
も
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
ど
ち
ら
に
も
声
援
を

送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
公
園
が
あ
り
、
ユ
ー
ス

が
こ
の
ま
ち
で
生
活
を
し
て
、
プ
ロ

選
手
が
練
習
に
訪
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
、
全
国
的
に
見
て
も
こ
ん
な

環
境
の
ま
ち
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
環
境
を
し
っ
か
り
と
い
か
し
て
、

選
手
た
ち
に
少
し
ば
か
り
小
学
校
に

出
向
い
て
も
ら
い
、
30
分
で
も
１
時

間
で
も
同
じ
時
間
が
過
ご
せ
た
ら
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
一
生
の
思

い
出
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
で
き
ご
と
は

家
で
も
話
さ
れ
る
は
ず
で
す
し
、
子

ど
も
が
サ
ッ
カ
ー
を
見
に
行
き
た
い

と
い
え
ば
、
親
も
必
ず
動
き
ま
す
。

修
志
の
同
級
生
に
は
、
陽
介
君

(

柏
木
選
手)

と
槙
野
君
が
い
ま
す
。

今
で
も
２
人
に
会
っ
た
ら｢

お
ば
ち
ゃ

ん｣

と
声
も
か
け
て
く
れ
ま
す
。
修

志
も
大
学
で
サ
ッ
カ
ー
を
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
が
こ
の
２
人
に
は
、｢

う

ち
の
子
の
分
ま
で｣

と
い
う
気
持
ち

が
こ
も
る
の
で
応
援
に
も
力
が
入
り

ま
す
。
今
の
チ
ー
ム
に
は
ユ
ー
ス
出

身
の
選
手
が
多
く
い
ま
す
。
高
校
時

代
を
一
緒
に
過
ご
し
た
同
級
生
も
た

く
さ
ん
お
ら
れ
る
は
ず
で
す
。
同
級

生
か
ら
盛
り
上
げ
て
あ
げ
て
や
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元

か
ら
の
選
手
が
１
人
で
も
出
て
き
て

く
れ
る
と
、
ま
ち
の
盛
り
上
が
り
も

違
っ
て
く
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

先
日
、
サ
ッ
カ
ー
公
園
へ
孫
と
一

緒
に
行
っ
て
み
ま
し
た
。
小
さ
い
子

ど
も
を
遊
ば
せ
る
に
は
い
い
で
す
ね
。

目
の
前
に
は
必
死
に
練
習
に
励
む
選

手
た
ち
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
元
の
高
校
で
３
年
間
過
ご
し
た
子

ど
も
た
ち
が
多
く
い
る
サ
ン
フ
レ
ッ

チ
ェ
も
、
湧
永
製
薬
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

部
も
、
ま
ち
の
す
ば
ら
し
い
宝
物
。

も
っ
と
、
私
た
ち
は
大
切
に
し
な
い

と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
サ
ン
フ

レ
ッ
チ
ェ
の
試
合
の
応
援
に
は
、
フ
ァ

ン
ク
ラ
ブ
の
バ
ス
に
乗
っ
て
出
か
け

て
い
ま
す
。
バ
ス
の
中
で
の
サ
ン
フ

レ
ッ
チ
ェ
談
義
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ

で
す
。

6

�����������
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自
分
が
ユ
ー
ス
に｣

。
と
て
も
違

和
感
が
あ
っ
た
と
山
田
育
生
さ
ん
は
い

う
。
第
１
期
生
と
し
て
地
元
吉
田
中
か

ら
ユ
ー
ス
に
入
っ
た
。
た
だ
ボ
ー
ル
を

追
う
サ
ッ
カ
ー
か
ら
、
戦
術
を
用
い
た

サ
ッ
カ
ー
へ
。
大
き
な
環
境
の
変
化
だ
っ

た
。
他
の
メ
ン
バ
ー
に
絶
対
に
負
け
な

い
も
の
が
欲
し
か
っ
た
の
で
必
死
で
走
っ

た
。｢

技
術
で
足
り
な
い
と
こ
ろ
は
、
と

に
か
く
走
り
だ
け
で
は
負
け
な
い
よ
う

に
と
思
っ
て
練
習
に
励
み
ま
し
た
。
絶

対
に
あ
き
ら
め
た
く
な
か
っ
た
。
走
り

だ
け
は
同
級
生
に
負
け
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。｣

現
在
、
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
こ

と
は

｢

あ
き
ら
め
な
い｣

こ
と
。
サ
ッ

カ
ー
か
ら
離
れ
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
。

指
導
者
は
向
い
て
い
な
い
と
ず
っ
と
思
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
初
代
ユ
ー
ス
監
督

の
言
葉
が
心
に
突
き
刺
さ
っ
た
。｢

お

前
は
何
の
た
め
に
ユ
ー
ス
で
サ
ッ
カ
ー

を
し
て
き
た
の
か｣

。
自
分
は
だ
れ
も

が
経
験
で
き
な
い
こ
と
を
体
験
し
て
い

る
。
習
っ
た
こ
と
を
返
し
て
い
こ
う
と

コ
ー
チ
を
引
き
受
け
た
。

｢
こ
の
安
芸
高
田
市
の
子
ど
も
た
ち

は
と
て
も
恵
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

人
工
芝
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
サ
ッ
カ
ー
が

で
き
、
近
く
で
は
プ
ロ
が
練
習
を
し
て

い
る
。
そ
う
し
た
環
境
が
普
通
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
大
人

に
な
っ
て
、
恵
ま
れ
て
い
た
の
だ
と
思

え
る
と
、
同
じ
環
境
を
自
分
の
子
ど
も

た
ち
に
も
体
験
さ
せ
て
や
り
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
自
分

は
こ
の
ま
ち
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
お
手
伝
い
を
し
て
、
サ
ッ
カ
ー

で
の
つ
な
が
り
を
守
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。｣

将
来
、
息
子
と
一
緒
に
サ
ッ
カ
ー
を

し
た
い
と
話
す
山
田
さ
ん
。
そ
の
日
が

来
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

ユ
ー
ス
コ
ー
チ
の
雨
野
裕
介
さ
ん
は
、

吉
田
中
学
校
と
向
原
中
学
校
の
サ
ッ
カ
ー

部
の
朝
の
練
習
に
参
加
し
て
い
る
。

｢

毎
週
火
曜
日
の
夜
、
サ
ッ
カ
ー
公

園
で
小
学
生
の
み
ん
な
と
一
緒
に
サ
ッ

カ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
子

た
ち
が
中
学
生
に
な
っ
て
も
、
サ
ッ
カ
ー

で
つ
な
が
り
を
持
ち
続
け
た
い
な
と
思

い
ま
し
た
。｣

い
つ
も
市
内
の
皆
さ
ん
に
ユ
ー
ス
が

お
世
話
に
な
る
の
で
と
い
う
気
持
ち
か

ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
。

｢

サ
ッ
カ
ー
を
伝
え
る
と
い
う
こ
と

は
奥
が
深
い
と
い
う
こ
と
を
、
中
学
生

た
ち
と
の
関
わ
り
に
よ
っ
て
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
の
伝

え
方
が
あ
り
ま
す
。
飽
き
な
い
よ
う
、

練
習
も
工
夫
を
し
て
い
か
な
い
と
い
け

ま
せ
ん
。
指
導
者
と
し
て
自
分
に
も
プ

ラ
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。｣

こ
の
朝
の
練
習
を
通
じ
て
、
子
ど
も

た
ち
の
上
手
に
な
り
た
い
、
勝
ち
た
い

と
い
う
気
持
ち
の
芽
生
え
に
つ
な
が
れ

ば
と
願
う
。
子
ど
も
た
ち
が
将
来
の
目

標
を
立
て
た
と
き
、
応
援
す
る
の
が
、

周
り
の
大
人
の
役
割
。
そ
の
気
持
ち
が

雨
野
さ
ん
を
動
か
す
。

愛
媛
県
の
出
身
。
吉
田
高
校
卒
業
後
、

大
学
へ
。
Ｊ
Ｆ
Ｌ

(

日
本
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
リ
ー
グ)

で
プ
レ
ー
を
し
た
。
そ
の

後
、
ユ
ー
ス
の
コ
ー
チ
と
し
て
ま
た
安

芸
高
田
市
に
戻
っ
て
き
た
。
こ
の
ま
ち

と
の
強
い
縁
を
感
じ
て
い
る
。

｢

安
芸
高
田
市
と
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ

と
の
関
係
が
こ
の
ま
ま
続
き
、
ま
ち
が

紫
色
で
染
ま
っ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
。

安
芸
高
田
と
い
え
ば
、
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ

の
ま
ち
、
サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
と
、
全
国

的
に
も
有
名
に
な
れ
ば
す
ご
い
と
思
い

ま
す
。｣

サ
ッ
カ
ー
に
携
わ
る
仕
事
が
で
き
て

い
て
と
て
も
幸
せ
だ
と
話
す
雨
野
さ
ん
。

そ
ん
な
雨
野
さ
ん
の
姿
を
、
子
ど
も
た

ち
は
し
っ
か
り
と
見
つ
め
て
い
た
。

サンフレッチェ広島ユースコーチ
ユース第２期生

雨野
あま の

裕介
ゆうすけ

さん

ユースの先輩が､ このまちでサッカーと関わっ
ている｡ 自らのユース体験を､ 子どもたちに
伝えていた｡

みつやの里Ｕ12コーチ
ユース第１期生

山田
やま だ

育生
いく お

さん

ユース時代､ 考えるサッカーの大切さも学んだ｡
自分は何をするべきかの判断も伝えたいことの一つ｡

朝の練習は実践を意識したメニューが行われる｡
試合にも結果が出ると中学生たちもこの練習を喜ぶ｡
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安
芸
高
田
へ
来
ら
れ
て
ど
の
く
ら
い
に

な
ら
れ
ま
す
か
。

２
年
間
の
コ
ー
チ
生
活
と
７
年
間
の
監
督
、

も
う
９
年
に
な
り
ま
す
ね
。
吉
田
に
来
た
当

初
は
、
広
島
市
内
か
ら
遠
い
な
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
今
で
は
落
ち
着
く
場
所
だ
な
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
40
歳
、
年

の
せ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。(

笑)

町
の
中

で
の
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と
の
出
会
い
が
あ

り
、
大
勢
の
人
情
味
あ
ふ
れ
る
人
た
ち
に
お

世
話
に
な
り
、
と
て
も
居
心
地
の
良
さ
を
感

じ
て
い
ま
す
。

―
―
こ
の
ま
ち
の
サ
ッ
カ
ー
の
環
境
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。

吉
田
サ
ッ
カ
ー
公
園
は
、
と
て
も
早
い
段

階
か
ら
人
工
芝
を
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
素

晴
し
い
施
設
で
す
。
最
高
の
環
境
の
中
で
練

習
が
行
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
ユ
ー
ス
の
先
輩
た
ち
の
が
ん
ば
り
と
、

施
設
の
お
か
げ
で
、
年
に
２
回
、
全
国
の
強

豪
高
校
や
ユ
ー
ス
チ
ー
ム
を
招
い
て
の
交
流

試
合
も
行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
少

年
自
然
の
家
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、
宿
泊

面
も
今
ま
で
以
上
に
泊
ま
り
や
す
く
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

―
―
試
合
中
も
応
援
者
の
人
数
と
い
う
の
は

影
響
す
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。

た
く
さ
ん
の
観
客
と
い
う
の
は
、
選
手
た

ち
に
と
っ
て
は
心
強
い
も
の
で
す
。｢

よ
ー

し
や
っ
て
や
ろ
う｣

と
い
う
気
持
ち
に
な
る

も
の
で
す
。
逆
に
相
手
の
チ
ー
ム
の
応
援
が

す
ご
い
と
こ
ろ
で
の
ゲ
ー
ム
は
、
五
分
五
分

の
戦
い
を
や
っ
て
い
て
も
何
だ
か
押
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち

の
チ
ー
ム
の
攻
撃
の
時
に
は
静
ま
っ
て
い
る

の
に
、
相
手
チ
ー
ム
に
ボ
ー
ル
が
渡
る
と
、

大
き
な
声
を
出
し
て
攻
撃
に
勢
い
づ
け
て
き

ま
す
。
選
手
時
代
、
守
っ
て
い
て
も
強
い
圧

迫
感
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

―
―
し
か
し
、
昨
年
の
試
合
を
見
る
と
残
念

な
が
ら
応
援
者
数
は
少
な
め
か
な
と
感

じ
ま
す
。

市
地
域
振
興
事
業
団
主
催
の
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
現
在

ト
ッ
プ
チ
ー
ム
の
全
員
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

実
は
、
日
本
の
ど
こ
の
チ
ー
ム
を
見
て
み
て

も
、
こ
れ
だ
け
選
手
が
そ
ろ
う
サ
ッ
カ
ー
教

室
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
サ
ン
フ
レ
ッ

チ
ェ
は
皆
さ
ん
と
ふ
れ
合
え
る
機
会
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。
応
援
を
し
て
も
ら
え
る
こ

と
、
期
待
を
し
て
も
ら
え
る
こ
と
が
、
と
て

も
選
手
た
ち
の
励
み
に
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
の
応
援
者
数
は
、
実

は
Ｊ
リ
ー
グ
の
中
で
一
番
少
な
か
っ
た
の
で

す
。
少
し
残
念
な
結
果
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
特
に
サ
ッ
カ
ー
公
園
で
は
、
練
習
後

な
ど
は
サ
イ
ン
な
ど
も
気
軽
に
も
ら
う
こ
と

の
で
き
る
環
境
で
す
。｢

が
ん
ば
れ
よ｣

と

一
声
を
か
け
て
も
ら
う
だ
け
で
も
選
手
た
ち

は
う
れ
し
い
も
の
で
す
。

―
―
Ｊ
２
で
の
戦
い
は
大
変
だ
と
も
聞
き
ま

す
が
。

Ｊ
２
の
戦
い
は
、
試
合
数
の
増
加
や
地
方

都
市
へ
の
移
動
な
ど
の
大
変
さ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
戦
い
も
と
て
も
厳
し
い
ゲ
ー
ム
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
相
手
は
こ
ち
ら
の
戦
い
方
を

研
究
し
て
、
守
っ
て
き
ま
す
。
Ｊ
２
で
の
戦

い
は
本
当
に
が
ま
ん
比
べ
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ

る
ほ
ど
で
す
。
選
手
た
ち
も
本
当
に
大
変
な

と
こ
ろ
へ
戦
い
に
行
く
の
だ
と
い
う
気
持
ち

を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
１
年
で
Ｊ
１
に
上
が
ら
な
い
と
、
主

力
選
手
た
ち
は
移
籍
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
チ
ー
ム
も
分
解
し
て
し
ま
う
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

―
―
市
民
の
皆
さ
ん
へ
最
後
に
監
督
か
ら
一

言
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

何
と
か
１
年
で
Ｊ
１
へ
。
こ
れ
は
選
手
た

ち
も
、
わ
れ
わ
れ
ス
タ
ッ
フ
も
み
ん
な
が
感

じ
て
い
る
こ
と
で
す
。
Ｊ
２
に
な
っ
て
も
応

援
を
し
て
く
れ
る
皆
さ
ん
の
こ
と
は
選
手
た

ち
も
と
て
も
心
強
く
思
う
と
思
い
ま
す
。
安

芸
高
田
市
を
巣
立
っ
た
選
手
た
ち
を
含
め
、

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
の
応
援
を
ぜ
ひ
と
も
お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

9

ユ
ー
ス
監
督
の
森
山
佳
郎
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

�������������������
�������������������
����������������

サンフレッチェ広島ユース 監督

森山
もりやま

佳郎
よしろう

さん

｢｢母母ななるるままちち｣｣ かかららののエエーールル
ササンンフフレレッッチチェェ広広島島 ＪＪ１１復復帰帰をを願願っってて

INTERVIEW

����������������������こ
の
ま
ち
の
サ
ッ
カ
ー
の
環
境
は
、
私
た

ち
指
導
者
に
と
っ
て
も
、
と
て
も
恵
ま
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
森
山
監
督
を
は
じ
め
、

コ
ー
チ
の
皆
さ
ん
の
指
導
を
す
ぐ
そ
ば
で
勉

強
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
練
習
メ
ニ
ュ
ー

も
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
伝
え
方
、
指
導
の
ポ

イ
ン
ト
な
ど
も
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
ユ
ー
ス
の
指
導
者
の
皆
さ
ん

と
良
い
関
係
を
築
か
せ
て
も
ら
い
、
小
学
校

の
ク
ラ
ブ
、
中
学
校
、
高
校
と
縦
の
連
携
を

強
め
て
、
安
芸
高
田
市
の
サ
ッ
カ
ー
の
底
上

げ
が
図
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ト
ッ
プ
チ
ー
ム
に
は
ぜ
ひ
と
も
が
ん
ば
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
ト
ッ
プ
の
元

気
さ
は
、
上
達
を
目
指
し
て
が
ん
ば
る
子
ど

も
た
ち
に
も
良
い
影
響
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。 �����������������������事

業
団
で
は
、
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
始
め
３
つ
の
大
き
な
サ
ッ
カ
ー
教
室
を

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ

の
選
手
や
コ
ー
チ
に
直
接
指
導
し
て
も
ら
え

る
の
で
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
で
年
々
参
加

者
も
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は

ユ
ー
ス
の
選
手
が
サ
ッ
カ
ー
の
指
導
だ
け
で

な
く
バ
ザ
ー
や
テ
ン
ト
の
片
付
け
ま
で
手
伝
っ

て
く
れ
る
の
で
助
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
お
返
し
に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
、

選
手
に
大
き
な
声
援
を
送
る
こ
と
で
す
。
各

地
域
で
応
援
す
る
選
手
を
決
め
て
、
そ
の
選

手
に
も
地
域
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
し
て
も

ら
っ
て
交
流
を
深
め
て
い
く
、
マ
ザ
ー
タ
ウ

ン
な
ら
で
は
の
応
援
ス
タ
イ
ル
を
作
っ
て
い

け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。 ��������������

��������������
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
で
は
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
を
毎

試
合
、
バ
ス
に
乗
っ
て
ビ
ッ
グ
ア
ー
チ
に
応

援
に
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
応
援
に
合
わ
せ
、

今
後
は
、
サ
ッ
カ
ー
を
あ
ま
り
知
ら
な
い
人

に
も
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
て
も
ら
え
る

よ
う
な
、
魅
力
的
な
取
り
組
み
も
行
っ
て
い

き
た
い
で
す
ね
。
ま
た
、
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
だ

け
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
他
の
団
体
な
ど
と

一
緒
に
な
っ
て
、
盛
り
上
げ
て
い
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
２
の
戦
い
は
試
合
数
も
増
え
、
若
い
選

手
た
ち
に
と
っ
て
は
、
出
場
機
会
も
増
え
る

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
良
い
チ
ャ
ン
ス
と
と

ら
え
、
今
年
し
っ
か
り
と
経
験
を
つ
ん
で
実

力
を
つ
け
、
１
年
で
Ｊ
１
に
上
が
り
、
そ
し

て
翌
年
以
降
、
Ｊ
１
で
優
勝
争
い
を
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

8

安芸高田市サッカー協会 会長

近藤
こんどう

俊樹
とし き

さん

安芸高田市地域振興事業団 専務理事

芦田
あし だ

宏治
こう じ

さん

安芸高田市サンフレッチェ
広島ファンクラブ 会長

住吉
すみよし

峰男
みね お

さん

安芸高田市サンフレッチェ広島ファンクラブ
2008年度 (平成20年度) 会員募集

年会費 2,000円 (高校生以下 1,000円)
バスに乗ってみんなでビッグアーチに応援に行きましょう｡
ファンクラブの申し込みやお問合せは
安芸高田市サンフレッチェ広島ファンクラブ事務局
電話 ０８０－１６４５－３０２０
〈お願い〉電話に出ないときは､ 必ず留守番電話に用件を

お願いします｡

��������������
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
人
、
行
事
を
企
画
す
る
人
、
応
援
を
す

る
人
。
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
と
の
関
わ
り
は
、
い
ろ
い
ろ
な

形
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
思
い
を
聞
い
た
。

INTERVIEW
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������������������
守
っ
て
い
る
か
ら』

と
勧
め
ら
れ
た

そ
う
な
ん
で
す
。
そ
れ
が
き
っ
か
け

と
な
っ
て
、
こ
の
地
域
に
来
ら
れ
た

と
聞
き
ま
し
た
。
他
の
地
域
の
方
に

も
、
可
愛
は
安
全
な
地
域
と
し
て
認

め
ら
れ
て
い
る
ん
だ
、
自
分
た
ち
の

取
り
組
み
で
、
安
全
が
作
れ
て
い
る

ん
だ
と
、
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。｣

見
守
り
活
動
と
パ
ト
ロ
ー
ル
の
成
果

を
、
少
し
だ
け
誇
ら
し
く
話
さ
れ
ま

し
た
。

小
学
校
も
地
域
の
行
事
に
積
極
的

に
か
か
わ
り
を
持
っ
て
く
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
も
、
役
員
の
皆
さ
ん

の
喜
び
の
一
つ
で
す
。
子
ど
も
た
ち

と
関
わ
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
子
ど

も
た
ち
に
も
そ
の
親
の
皆
さ
ん
に
も
、

振
興
会
活
動
に
か
か
わ
り
を
持
っ
て

も
ら
い
た
い
と
当
初
か
ら
思
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

こ
の
見
守
り
活
動
と
パ
ト
ロ
ー
ル
、

無
理
が
た
た
っ
て
、
途
絶
え
さ
せ
て

し
ま
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か

ら
も
地
域
の
安
全
・
安
心
を
保
つ
た

め
に
も
、
長
続
き
を
さ
せ
て
い
き
た

い
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

各
支
部
が
１
つ
の

振
興
会
を
め
ざ
し
て

可
愛
地
区
は
、
吉
田
地
区
に
次
い

で
人
の
多
い
、
大
き
な
規
模
の
振
興

会
に
な
り
ま
す
。
常
友
、
山
手
、
中

馬
、
川
本
、
甲
福
、
竹
原
、
小
山
の

７
つ
の
地
域
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
振
興
会
の
支
部
が
置
か
れ

て
い
ま
す
。
戸
数
も
60
数
戸
か
ら
４

４
０
戸
と
、
安
芸
高
田
市
内
の
振
興

会
の
規
模
と
比
べ
て
み
る
と
、
１
つ

の
支
部
が
１
つ
の
振
興
会
と
同
じ
規

模
と
も
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
支
部
で
の
独
自
の
活
動
を
盛
り

上
げ
て
い
こ
う
と
い
う
の
が
、
今
の

可
愛
地
区
振
興
会
の
活
動
の
テ
ー
マ

で
す
。

支
部
で
の
独
自
の
活
動
は
、
可
愛

地
区
振
興
会
か
ら
の
５
万
円
の
補
助

と
、
各
戸
か
ら
５
０
０
円
ず
つ
集
め

る
会
費
が
活
動
資
金
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
お
金
を
活
用
し
て
、
夏
祭

り
な
ど
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
り
、

農
園
を
設
け
て
作
業
を
と
お
し
て
交

流
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
支
部
ご
と

に
伝
わ
る
伝
統
行
事
の
開
催
も
、
体

制
が
し
っ
か
り
と
し
た
支
部
に
主
催

が
う
つ
る
傾
向
も
強
い
の
だ
そ
う
で
、

こ
の
支
部
は
地
域
を
運
営
す
る
原
動

力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

各
支
部
の
活
動
が
活
発
に
な
る
に

つ
れ
、
可
愛
地
域
に
い
ろ
い
ろ
と
成

果
が
で
て
き
ま
し
た
。
そ
の
１
つ
は
、

人
材
の
発
掘
で
す
。｢

こ
ん
な
名
人

が
お
ら
れ
た
と
は
…
…｣

と
、
他
の

役
員
た
ち
が
驚
く
ほ
ど
の
技
術
を
持

つ
人
た
ち
が
、
支
部
か
ら
の
紹
介
に

よ
っ
て
、
行
事
に
参
加
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
も
う
１
つ

は
、
近
所
の
み
ん
な
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
機
会
が
増
え
た
こ
と

で
す
。
支
部
の
取
り
組
み
は
、
身
近

な
範
囲
で
の
行
事
で
す
。
地
域
に
新

し
く
入
ら
れ
た
方
に
も
、
地
域
の
人

た
ち
を
知
る
場
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

活
動
の
目
標
と
し
て
地
域
で
の
経
済

活
動
を
考
え
る
に
し
て
も
、
可
愛
全

体
で
考
え
る
よ
り
、
支
部
ご
と
に
特

徴
を
生
か
し
な
が
ら
考
え
て
い
く
ほ

う
が
、
よ
り
具
体
的
に
考
え
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
も
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

｢

活
発
な
支
部
の
独
自
の
取
り
組

み
が
相
乗
効
果
を
生
み
、
最
終
的
に

は
可
愛
地
区
全
体
が
盛
り
上
が
っ
て

い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す｣

と
井
上
正
樹

い
の
う
え
ま
さ
き

会
長
は
話
さ
れ
ま

す
。
安
全
安
心
を
保
ち
続
け
る
た
め

の
地
域
全
体
の
取
り
組
み
と
、
各
支

部
の
独
自
の
取
り
組
み
の
融
合
を
可

愛
地
区
振
興
会
で
は
目
指
さ
れ
て
い

き
ま
す
。

可可愛愛地地区区振振興興会会
人人 口口 33,,119944人人
世世帯帯数数 11,,339911世世帯帯

平成19年４月現在

①可愛地区振興会の役員の皆さん｡
②可愛地区文化祭は､ 舞台発表と地域
の人たちの自慢の作品が展示される｡
③支部対抗で競う可愛地区町民運動会｡
④児童の下校の際の見守り｡ 子どもた
ちもよくあいさつをする｡

①

②

③

地
域
振
興
推
進
員
と
し
て
お
世
話
に
な
っ
て
き
た

辻
駒
健
二
さ
ん
が
、
こ
の
た
び
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

身
近
な
情
報
が

い
っ
ぱ
い
の
広
報
紙

｢

振
り
込
め
詐
欺
の
こ
と
が
夕
食

の
時
に
話
題
に
な
っ
た
ん
で
す
。
身

近
で
起
き
て
い
る
ん
だ
と
話
し
た
ん

で
す
よ｣

。
広
報
紙
を
手
に
、
可
愛

地
区
振
興
会
の
あ
る
役
員
が
話
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
話
題
を
提
供
し
た
の

が
、
振
興
会
が
発
行
す
る
広
報
紙

｢

エ
ノ
タ
イ
ム
ス｣

。
最
新
号
に
は
中

馬
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
近
況
や
、
小
山

地
域
に
完
成
し
た
集
会
所
の
情
報
な

ど
と
と
も
に
、
振
り
込
め
詐
欺
の
情

報
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

振
興
会
発
足
当
時
、
振
興
会
は
何

の
た
め
に
、
何
を
す
る
の
か
、
可
愛

の
皆
さ
ん
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
課

題
で
し
た
。
ま
た
、
役
員
の
皆
さ
ん

に
は
、
行
事
な
ど
を
計
画
し
て
も

｢

自
分
た
ち
ば
か
り
が
先
走
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
…
…｣

と
い
う
不

安
も
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
可
愛
地

域
の
動
き
を
伝
え
、
振
興
会
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
よ
う
と
発
行
を
は
じ

め
ま
し
た
。

発
行
日
は
不
定
期
。
大
き
な
行
事

の
前
な
ど
の
機
会
を
見
計
ら
っ
て
発

行
さ
れ
て
い
ま
す
。
ペ
ー
ジ
は
10
ペ
ー

ジ
以
上
。
創
刊
号
か
ら
第
５
号
ま
で

は
す
べ
て
役
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
手

作
業
で
作
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
各
世

帯
に
配
布
す
る
も
の
を
手
で
折
っ
て
、

は
さ
み
込
ん
で
作
ら
れ
て
き
た
そ
う

で
す
。
情
報
も
、
愛
情
も
い
っ
ぱ
い

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
第
６
号
で
は

じ
め
て
業
者
に
作
業
を
依
頼
。
写
真

も
カ
ラ
ー
で
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。

素
晴
し
い
広
報
が
で
き
あ
が
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
ま
で
可
愛
の
情
報
を
伝
え
る

も
の
と
い
え
ば
、
可
愛
小
学
校
の
広

報
だ
け
で
し
た
。
そ
こ
に
登
場
し
た

こ
の
広
報
。
身
近
な
情
報
が
た
く
さ

ん
掲
載
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
手
に
と
ら
れ
て
い
る
と

役
員
の
皆
さ
ん
は
実
感
さ
れ
て
い
ま

す
。
昨
年
あ
た
り
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

振
興
会
主
催
の
行
事
へ
の
参
加
者
も

増
え
て
き
た
と
い
い
ま
す
。
振
興
会

が
認
知
さ
れ
て
き
た
の
か
な
と
感
じ

る
と
と
も
に
、
こ
の

｢

エ
ノ
タ
イ
ム

ス｣

の
発
行
効
果
を
強
く
感
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。
行
事
を
無
事
に
終
え
る

こ
と
を
成
功
と
す
る
の
で
は
な
く
、

ど
れ
だ
け
の
人
数
が
来
て
く
れ
る
か

を
成
功
の
判
断
に
し
た
い
と
考
え
ら

れ
て
い
る
役
員
の
皆
さ
ん
。｢

エ
ノ

タ
イ
ム
ス｣

は
行
事
の
成
功
の
た
め

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

｢

あ
り
が
と
う｣

の
手
紙

｢

可
愛
小
学
校
の
先
生
か
ら
一
通

の
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
校

に
届
い
た
そ
う
な
ん
で
す
が
、
あ
る

保
護
者
の
方
か
ら
、
い
つ
も
地
域
の

方
に
見
守
り
活
動
を
し
て
も
ら
っ
て

お
り
、
と
て
も
心
強
い
。
お
礼
の
言

葉
を
伝
え
た
い
の
だ
が
、
だ
れ
に
言
っ

て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
。
先
生
を
通

じ
て
、
ぜ
ひ
こ
の
気
持
ち
を
伝
え
て

も
ら
い
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
私

た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
気
持
ち
が
地

域
の
み
ん
な
に
伝
わ
っ
て
い
た
。
や
っ

て
き
た
こ
と
が
む
だ
で
は
な
か
っ
た

と
思
い
ま
し
た｣

。
役
員
の
皆
さ
ん

は
、
こ
の
手
紙
を
見
て
喜
び
合
わ
れ

た
と
い
い
ま
す
。

可
愛
地
区
振
興
会
で
は
、
児
童
の

下
校
の
際
、
子
ど
も
た
ち
の
通
過
を

毎
日
見
守
り
、
ま
た
毎
週
２
回
、
青

色
回
転
灯
を
つ
け
た
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー

で
地
域
内
を
巡
回
し
て
い
ま
す
。
パ

ト
ロ
ー
ル
カ
ー
で
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、

年
末
と
お
盆
に
は
、
夜
間
も
行
っ
て

い
ま
す
。

｢

先
日
、
こ
の
可
愛
に
引
っ
越
し

て
こ
ら
れ
た
ご
家
族
か
ら
聞
い
た
話

で
す
。
あ
る
不
動
産
屋
さ
ん
で

『

子

ど
も
さ
ん
が
お
ら
れ
る
の
な
ら
、
可

愛
地
区
が
良
い
で
す
よ
。
あ
そ
こ
は

地
域
を
あ
げ
て
、
子
ど
も
た
ち
を
見
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可
愛
地
区
は
、
世
帯
数
約
１
４
０
０
戸
と
合
併
前
で
み
れ
ば
１
つ
の
町

の
規
模
に
も
な
る
。
昭
和
50
年
代
か
ら
続
い
て
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

協
議
会
の
流
れ
を
受
け
つ
つ
、
平
成
13
年
こ
ろ
か
ら
ま
ち
づ
く
り
の
役
割

も
担
い
は
じ
め
る
。
平
成
17
年
に
は
組
織
体
制
も
見
直
し
、
名
称
も
可
愛

地
区
振
興
会
に
変
更
。
大
き
な
地
域
規
模
で
も
活
動
を
行
っ
て
い
け
る
よ

う
、
活
動
の
土
台
か
ら
作
り
上
げ
た
。
そ
し
て
今
、
７
つ
の
支
部
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
自
立
を
め
ざ
し
、
振
興
会
は
、
地
域
の
安
全
・
安
心
を

守
る
。

④

VOL.23 可愛地区振興会



この声よ､ 選手に届け！
北京オリンピックアジアハンドボール予選応援上映会
１月30日 (水) 甲田町のミューズで､ 北京オリンピックア
ジアハンドボール予選の応援上映会が行われました｡ この上
映会は､ 湧永製薬ハンドボールチームの選手が５名も日本代
表選手に選ばれていることから､ みんなで応援しようと安芸
高田市ハンドボール協会が開催したもの｡ 吉田修会長は ｢こ
の町の声が代々木体育館の選手に届くような声援を｣ と､ 会
場にかけつけた約200名の観客に呼びかけられました｡ 試合
は､ 25対28と韓国に惜しくも敗れましたが､ ゴールキーパー
の坪根選手の好セーブや､ 古家選手の迫力あるシュートの場
面では､ 大きな歓声が沸き起こりました｡ 選手たちは､ ５～
６月の五輪最終予選で北京への切符を目指します｡

文化財を火災から守る
文化財防火訓練
１月26日 ｢文化財防火デー｣ の翌日となった27日 (日)､

八千代町の亀山神社で､ 文化財防火訓練が行われました｡ 消
防署､ 消防団と､ 地元の下根振興会から約30名が参加して､
バケツリレーによる初期消火や､ 放水などの訓練を行ないま
した｡ 下根振興会の西村会長は､ ｢火災時にはパニック状態
になり冷静な判断ができません｡ 今日の経験をふまえ､ いざ
というときに､ 慌てないで行動したいです｣ と話されました｡
消防署と消防団と住民の方が一緒になっての防火訓練はなか
なかできない貴重な機会とあって､ 参加された皆さんは本番
さながらの様子で訓練に取り組まれていました｡

形と組手それぞれで優劣を競う
第42回広島県甲田空手道大会兼第37回スポーツ少年団空手道交歓競技会
１月27日 (日)､ 第42回広島県空手道大会兼第37回スポー

ツ少年団空手道交歓競技会が開催されました｡ 安芸高田市内
をはじめとして､ 庄原市や世羅町などからも134名のスポー
ツ少年団員たちが会場の甲立小学校に集まりました｡ 大会は､
２人が同時に規定に定められている動きを行い､ その姿勢や､
気合いなどの優劣を競う ｢形｣ の部と､ 顔面と胸と手に安全
具をつけて相手との戦いの中での技を競う ｢組手｣ の部が行
われました｡ 団員たちは白い息が出るほどの寒さの中でも素
足で､ 日ごろ繰り返し鍛えてきた突きや蹴りなどの技を繰り
出していました｡
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日本の文化を大事にしよう
吉田中学校３年生が華道を体験
１月28日 (月) 吉田中学校で､ ３年生の生徒が総合的な学
習の時間に華道を体験しました｡ 伝統文化を大事にして､ 自
分の国を理解することを目的に､ 市内から４人の華道の先生
を迎えて行われました｡ 生徒たちは､ 自分の思ったとおりに
花をいける自由花を体験｡ これまで華道の経験がない生徒ば
かりでしたが､ ｢自由な発想でどの作品もすばらしいものが
できている｣ と先生も驚くほど｡ 生徒たちは ｢初めてだった
けどおもしろかったです｣ と感想を話していました｡

とんどで都市の皆さんと交流
長田上地域振興会とんど大会
長田上地域振興会では､ 昨年からとんどに府中町のボラン
ティアグループ ｢カエルクラブ｣ を招き交流されています｡
今年は広島市の環境まちづくり団体 ｢くらすば｣ の親子も加
わり､ １月20日 (日) 約150名 (地元の振興会70名) で､ と
んど大会を開かれました｡ 餅つきや竹の伐採などの準備は３
日前から行われ､ 当日は雪の降る中朝７時に集合､ 女性はぜ
んざい､ しし汁､ おにぎり､ つけものなどの準備を行い､ 男
性は直径７､ ８メートルもある大きいとんどを立てました｡
悪天候を心配していましたが､ 逆に子どもたちは積もった雪
で大はしゃぎで､ 雪遊びをして､ おもちにかぶりついていま
した｡ ｢これからも交流を深め､ 田舎の良さを伝えられれば｣
と振興会の皆さんは期待されています｡

市内のいいところを紹介
サンフレッチェの槙野選手が市内でテレビロケ
１月23日 (水) サンフレッチェ広島の槙野智章選手 (写真右) が安芸高田市内を紹介
するテレビ番組の収録が行われました｡ 槙野選手は､ 上根・向山地域振興会が作ってい
る水車米を食べたり､ 神楽門前湯治村で神楽面の絵付けをしたり神楽を見学したりしま
した｡ 神楽を見たあとは､ 実際に衣装を着て舞う体験をされました｡ 神楽の衣装に ｢重
い！｣ と驚きながらも､ 神楽団の方が教えてくれる舞を覚えようと一生懸命｡ 衣裳を身
につけた槙野選手は初めてとは思えないほどのすばらしい舞を披露､ 神楽団の方たちか
ら ｢次回の神楽公演に出演して｣ と誘いを受けていました｡

いつまでもお元気で
ひの川幼稚園が老人保健施設 ｢のぞみ｣ を訪問
１月23日 (水)､ 吉田町の老人保健施設 ｢のぞみ｣ に､ ひ

の川幼稚園の年長・年中31名が訪問しました｡ ｢いつまでも
元気ですごして欲しい｣ との願いから始まったこの訪問も3
年目になります｡ 園児たちの､ 和太鼓や鍵盤ハーモニカの元
気のよい演奏に､ お年寄りの皆さんから大きな拍手が送られ､
また､ 園児全員での合唱では､ 一緒に口ずさまれていました｡
かわいい園児の訪問にお年寄りの皆さんからは､ ｢ありがと
う｣ という感謝の言葉がかけられていました｡
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第
４
回
防
火

書
初
め
入
賞
発
表

安
芸
高
田

市
内
の
小
学

生
を
対
象
に

防
火
書
初
め

を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
１
、

０
５
３
点
の

応
募
作
品
が

あ
り
ま
し
た
。

厳
正
な
審
査

の
結
果
、
次
の
方
々
が
入
賞
さ
れ
、
２
月
９

日
に
消
防
本
部
で
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

審
査
員
の
櫻
井
昌
さ
ん
は｢

力
強
い
作
品
が

多
く
、
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
驚
き
ま
し
た
。｣

と
コ
メ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

入
賞
作
品
は
安
芸
高
田
市
消
防
本
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
最
優
秀
賞

【
１
年
生
】
甲
野

怜
さ
ん

【
２
年
生
】
森
岡
か
な
え
さ
ん

【
３
年
生
】
堰
楽

藍
加
さ
ん

【
４
年
生
】
実
方

美
紗
さ
ん

【
５
年
生
】
喜
連
川
朱
音
さ
ん

【
６
年
生
】
森
江

昌
昭
さ
ん

■
優
秀
賞

【
吉
田
小
】
福
松

拓
誠
さ
ん

塩
崎
真
依
子
さ
ん

沖
田

華
穂
さ
ん

倉
本

美
希
さ
ん

山
本

杏
里
さ
ん

【
可
愛
小
】
出
口

瑠
璃
さ
ん

【
郷
野
小
】
藤
井

綾
花
さ
ん

【
刈
田
小
】
藤
井
な
つ
め
さ
ん

【
根
野
小
】
三
木

奈
保
さ
ん

【
美
土
里
小
】
大
下

康
陽
さ
ん

竹
岡

愛
海
さ
ん

【
川
根
小
】
住
田

花
さ
ん

【
来
原
小
】
加
藤

一
歩
さ
ん

【
船
佐
小
】
森
岡

雛
さ
ん

【
甲
立
小
】
深
井

朱
音
さ
ん

【
小
田
小
】
塩
谷

緋
子
さ
ん

【
小
田
東
小
】
上
岡
菜
々
子
さ
ん

【
向
原
小
】
佐
々
木
彩
子
さ
ん

大
賀

か
な
さ
ん

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
は
、
空
気
が
乾

燥
し
火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
候
と
な
る
時

季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
毎
年
３
月
１
日
か

ら
７
日
ま
で
の
１
週
間
、
全
国
で
実
施
さ
れ

ま
す
。

ま
だ
ま
だ
寒
く
、
家
庭
や
職
場
で
ス
ト
ー

ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
で
火
を
使
用
す
る
機
会

が
多
く
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
火
災

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
火
災
予
防
を

心
掛
け
、
火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

救
助
工
作
車
紹
介

第
８
回
〜
マ
イ
テ
ィ
バ
ッ
グ
〜

重
量
物
排
除
器
具

重
量
物
排
除
器
具
は
ゴ
ム
マ
ッ
ト
に
空
気

を
入
れ
て
膨
ら
ま
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
事
故

車
両
な
ど
の
重
量
物
の
下
敷
き
に
な
っ
た
人

を
救
助
す
る
場
合
に
使
用
す
る
空
気
ジ
ャ
ッ

キ
で
す
。
膨
ら
ま
せ
る
前
は
薄
い
た
め

(

厚

さ
２
・
５
㎝)

、
機
械
の
ジ
ャ
ッ
キ
が
入
ら

な
い
隙
間
で
も
使
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
動

力
に
エ
ン
ジ
ン
を
使
っ
て
い
な
い
た
め
火
気

が
使
え
な
い
場
所
で
も
使
用
可
能
で
す
。

■
仕
様
・
能
力

マ
ッ
ト
大

大
き
さ

78
㎝
×
69
㎝

持
ち
上
げ
ら
れ
る
重
量

約
40
ト
ン

膨
ら
ん
だ
と
き
の
厚
さ

約
40
㎝

マ
ッ
ト
小

大
き
さ

47
㎝
×
52
㎝

持
ち
上
げ
ら
れ
る
重
量

約
18
ト
ン

膨
ら
ん
だ
と
き
の
厚
さ

約
27
㎝
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１月

火 災

救 急

救 助

そ の 他

0件

94件

2件

1件

(27件)

(1,453件)

(31件)

(50件)

����
�������

ゴムマット (小) を膨らませたところ 空気ボンベ
調整器

ゴムマット (右：大､ 左：小)
接続ホース３本

た
く
さ
ん
の
応
募
あ
り
が
と
う
！

最優秀賞表彰式
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●広報あきたかたへの情報提供をお願いします
広報あきたかたでは､ がんばっている人､ グループ､ 全国大会へ出場する人の情報をお待ちしています｡
(紙面スペースなどにより掲載できない場合もありますので､ その際にはご了承ください｡)
あて先は､ 〒731-0592 安芸高田市吉田町吉田791番地 安芸高田市総務企画部総務課 ｢広報あきたかた｣ 担当係 ℡42-5611 FAX42-4376

木下
きのした

敦
あつ

子
こ

さん (吉田町)
｢まっさらな木の板に作品ができあがってくるところがおもしろ

い｡ 自分が彫りたいと思える絵や写真に出会えるととてもうれしい
んです｣ と､ 彫刻のおもしろさを木下さんはこう話されます｡
木下さんは､ 子どもが学校を卒業して自分の時間ができたら､ な
にか楽しめるものをやろうと探していました｡ そんなとき出会った
のが彫刻でした｡ 友達の家に行ったとき､ 鏡の周りを木の彫刻で飾っ
た作品があり､ それを見て ｢わたしにもできるかな｣ と思ったのが
始めるきっかけです｡ 彫刻の教室に５年間通って習われました｡ 今
まで作ったものは､ レリーフ､ ブローチ､ コーナーラック､ お盆､
テーブルなどです｡ 使っている木は､ 年輪がきれいできめが細かい
｢朴(ほう)の木｣ です｡ 大きなレリーフなどは半年､ しっかり時間
をかけて作られます｡ そのように丁寧に作った作品を ｢広島県シル
バー作品展｣ に出展したところ､ みごと工芸の部で銀賞を受賞｡ 約
100点もの出展があった中での受賞でした｡
また､ 彫刻の楽しさを知ってもらおうと､ 三次市で教室を月２回
開かれています｡ 参加者の皆さんのとても喜ばれる様子が､ 木下さ
んの楽しみになっているそうです｡ ｢自分の好きなことを見つける
と人生の刺激になります｡ これからも､ もっとわくわくできるものがないか探しながら暮らしていきたいです｣ と､
目を輝かせながら話されていました｡

����������������������
【大 賞】京極 歩実さん (八千代中１年)

迫本 翼さん (吉田小４年)
【市 長 賞】国広紗弥香さん (甲立小５年)
【議 長 賞】中川 龍哉さん (吉田小１年)
【教育長賞】田坂 慶介さん (刈田小５年)
【館 長 賞】宮本 結花さん (吉田小３年)
【優 秀 賞】小学校１年生の部／松田 快斗さん (吉田小)

小学校２年生の部／佐々木佳貴さん (吉田小)
小学校３年生の部／貞国 佑輔さん (美土里小)
小学校４年生の部／吉貞 真理さん (船佐小)
小学校５年生の部／中川 大輔さん (美土里小)
小学校６年生の部／浮田 弘明さん (刈田小)
中学校１年生の部／竹野内萌衣さん (美土里中)
中学校２年生の部／黒瀬 由利さん (八千代中)
中学校３年生の部／上川 裕也さん (美土里中)

【入 選】小学校／中谷 望恵さん (郷野小１年)
福松 勇希さん (吉田小１年)
垣内 美優さん (美土里小２年)
大下 円さん (美土里小２年)
勝乗 愛実さん (刈田小２年)
井上 椋太さん (吉田小３年)
黒田 岳さん (刈田小３年)
鳴谷 翔平さん (甲立小４年)
末廣 昴起さん (船佐小５年)
川野真奈実さん (根野小６年)
森末 航太さん (可愛小６年)
越水 竜也さん (船佐小６年)

中学校／竹岡 慶展さん (向原中１年)
沖重 文絵さん (向原中１年)
末広 梓さん (向原中２年)
田原 早紀さん (向原中２年)
中迫 椋太さん (美土里中２年)
末兼 隼さん (甲田中３年)
加茂裕美子さん (八千代中３年)
柳川 秀加さん (高宮中３年)

��������������������� ����������������� 刃の大きさが異なる15本の彫
刻刀を使い作品を作られてい
る｡

馬に乗った人が矢を放つ様子が
彫られているレリーフ｡ 着物の
柄まで細かく作られている｡

第63回国民体育大会冬季大会
■井尻尚徳さん (吉田町)

第33回全日本バトントワリング選手権大会
■桐原世奈さん (吉田高1年)

第27回全国高等学校空手道選抜大会
■難波龍貴さん (呉港高２年) 吉田町出身

平成19年度文部科学大臣旗争奪
はまなす杯 第２回全国中学生空手道選抜大会
■松本知佳さん (向原中２年)

平成19年度ＪＯＣジュニアオリンピックカップ
第26回全国高等学校アーチェリー選抜大会
■中村龍さん (吉田高２年) ・伊藤潤治さん
(吉田高２年) ・泉陽香さん (吉田高２年)

平成19年度
第３回春の全国中学生ハンドボール選手権大会
■竹内悠真さん (甲田中１年) ・畝木侑子さん
(甲田中２年) ・小野なつきさん (甲田中２
年) ・森川育実さん (甲田中１年) ・玉井友
里恵さん (甲田中１年) ・倉井愛美さん (甲
田中１年) ・久保文乃さん (甲田中１年) ・
品川雪菜さん (甲田中１年)

����������������第29回 ｢少年の主張｣ 広島県大会
第41回中学生話し方広島県大会

■優良賞
｢障害があるということ｣
後藤理緒さん (美土里中２年)

������������
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月日・受付期間 会 場 相談内容 お 知 ら せ
３月４日(火)
10:00～11:30

(高宮)
基幹集落センター

●育児相談
●４か月児相談
●２歳６か月児
相談

※４か月児相談・
２歳６か月児相
談の対象者には
個人通知します｡
対象：４か月児相
談は平成19年11
月生まれ｡
２歳６か月児相
談は平成17年９
月生まれ｡
※内容：身体測定・
食生活・歯・育
児全般における
相談
※現在使用してい
る歯ブラシをご
持参ください｡

３月11日(火)
10:00～11:30

(八千代)
保健センター

３月12日(水)
10:00～11:30

(向原)
保健センター

３月19日(水)
10:00～11:30

(甲田)
ふれあいセンターこうだ

３月26日(水)
10:00～11:30

(美土里)
山村開発センター

３月７日(金)
10:00～11:30
13:00～14:30

(吉田)
ふれあいセンター
いきいきの里

●育児相談

３月14日(金)
10:00～11:30
13:00～14:30

(吉田)
ふれあいセンター
いきいきの里

●４か月児相談
●２歳６か月児
相談

※育児相談はどこの会場を利用されても結構です｡
お気軽にご参加ください｡

予防接種を忘れずに受けましょう
～春の入学までに済ませる
予防接種はおすみですか？～

子どもは発育と共に外出の機会が多くなり､ 時期がく
れば集団生活に入ります｡ それに伴い､ 感染症にかかる
可能性も高くなります｡ 予防接種を正しく理解した上で､
お誕生日や入学の節目などに母子健康手帳を確認し､ 予
防接種の受け忘れがないか､ 確認をしましょう｡
今春､ 小学校､ 中学校の入学を控えているお子さんは､
次の予防接種を受けておきましょう｡

■小学校入学前の年長児のお子さん
麻しん風しん混合ワクチン第２期を平成20年３月31日
までに受けましょう｡

■中学校入学前の小学６年生のお子さん
二種混合 (ジフテリア､ 破傷風) 第２期を13歳の誕生
日の前々日までに受けましょう｡

※予防接種を受ける際は､ 母子健康手帳､ 接種券､ 問診
表を持参の上､ 医療機関で受けてください｡ また､ お
たふくかぜ､ 水ぼうそうなど感染症の記録も母子健康
手帳に残し､ お子さんの健康管理をしましょう｡

■４月から麻しんと風しんの対象者が変わり
ます！
平成20年４月１日から５年間の期限付きで､ 麻しん風
しん混合ワクチンの予防接種対象が､ 現在の第１期 (１
歳児)､ 第２期 (小学校入学前年度の１年間にあたる児)
に加え､ 第３期 (中学１年生相当世代)､ 第４期 (高校
３年生相当世代) に拡大されます｡
※第３期(平成７年４月２日～平成８年４月１日生まれ)､
第４期 (平成２年４月２日～平成３年４月１日生まれ)
の対象になる方には４月１日までに通知をします｡
※麻しんまたは風しんにかかったことのある方は麻しん
もしくは風しんの単独ワクチンの接種を受けることに
なります｡ 通知を受け取られた方は接種をする前に必
ず保健医療課窓口までご相談ください｡

■お問い合わせ先 保健医療課 ℡42－5619

月日・受付時間 対象 会場 申込期間 内容など

のびのび教室
～食べて
歯っぴい～
３月４日(火)
10:00～13:00

１歳７か
月児～

(吉田)
ふれあい
センター
いきいき
の里

２月28日
～

３月３日

★親子でクッキング
に挑戦！
★定員：15組
★参加費：1組200円
★持参物：タオル､
エプロン

のびのび教室
～食べて
歯っぴい～
３月17日(月)
10:00～11:30

１歳７か
月児～

(吉田)
ふれあい
センター
いきいき
の里

３月10日
～

３月14日

★親子ブラッシング
★親子で一緒にお口
のケアをしてみよ
う！
★おやつと水分補給
のお話
★定員：15組
★持参物：普段使っ
ている歯ブラシ

すくすく教室
～すくすく
離乳食～
３月18日(火)
13:30～15:00

生後４か
月児～１
歳６か月
児

(美土里)
山村開発
センター

３月12日
～

３月17日

★離乳食デモンスト
レーション＆試食
★お口のケアをしよ
う！
★定員：15組
★持参物：普段使用
している歯ブラシ
(９か月～)

【乳幼児健康教室】

【子育て相談会】 ※個別相談で､ 予約が必要です

月日･受付時間 会 場 相 談 員 お 知 ら せ
３月17日(月)
10:30～15:00

(吉田)
吉田人権会館

児童福祉司・
心理判定員

要予約 (予約先：
保健医療課)

※心の発達や言葉について相談に応じます｡

※参加希望の方は､ 保健医療課(℡42－5619)へお申込くださ
い｡

げんきな親子
子育て中のみなさんを応援するコーナー｡
子育てに関係する情報をいろいろ掲載します｡
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月日･受付時間 対 象 会 場

３月６日(木)
13:00～13:15

１歳６か月児健康診査
H18年６月～８月生まれの
甲田町・向原町在住の方

(向原)
保健
センター

３月13日(木)
13:00～13:15

１歳６か月児健康診査
H18年７月～８月生まれの
吉田町・八千代町在住の方

(八千代)
人権福祉
センター

３月27日(木)
13:00～13:15

乳児健診
H19年４月～５月生まれの
吉田町・八千代町在住の方

(八千代)
人権福祉
センター

図書館でのおはなし会

●八千代図書館 [おはなし会]
３月８日 (土) 11：00～
八千代人権福祉センター

●田園パラッツォ図書館 [おはなしタイム]
３月８日 (土) 10：30～
田園パラッツォ

●甲田図書館 [かみしばい会]
３月15日 (土) 14：00～
ミューズ

●安芸高田市立中央図書館 [おはなし会]
３月22日 (土) 13：30～
対象：幼稚園・保育所の年長組から小学生

低学年くらいまで
中央図書館 和室
３月27日 (木) 10：30～
対象：０歳から３歳くらいまで
クリスタルアージョ２階 研修室203

子育て支援センター

クリスタルアージョ１階の
子育て支援センター内にある
プレイルームは､ 子育て中の
親子が集い交流し合える場所
です｡ ３歳までのお子様向け
のオモチャを置いていますの
で保護者の方と一緒にお気軽

にご利用下さい｡ 子どもたちと遊びながら､ おしゃべりを
して､ ホッと一息しませんか｡
■利用時間 月曜～金曜日 ８：30～17：30
《子育て交流会》

■お問い合わせ 子育て支援センター (℡47-1283)

【子育て相談】
子育て支援センターでは家庭児童相談員・母子自立支援
員・保健師・保育士が子育てに関する悩みなど相談に応じ
ています｡ お子様と一緒にお気軽においでください｡

＜電話での相談も受け付けています｡ ＞
■受付時間 月曜～金曜日 ８：30～17：30 ℡47-1283

と き と こ ろ 内 容

３月13日 (木)
10：00～11：00

クリスタルアージョ
４階 小ホール

親子体操
講師 隅原 律子さん
(安芸高田市地域振興
事業団レクリエイショ
ンインストラクター)
運動のできる服装で来
てください｡

３月19日 (水)
10：00～11：00

子育て支援センター
プレイルーム

一緒に遊ぼう
※３月27日 (木) 実施
予定でしたが､ 19日
(水) に変更しまし
た｡

園庭開放・体験入園日程
子どもたちは友だちと遊んだり､ お母さんと遊んだりと楽
しい時間が過ごせます｡ そのかたわらで､ お母さんたちは育
児の悩みなど情報交換もできます｡

日 時 保育所(園)名 内 容
３月３日 (月)
10:00～11:30

甲立保育所
℡45－2199 園 庭 開 放

３月３日 (月)
10:00～11:30

小原保育所
℡45－2653 園 庭 開 放

３月４日 (火)
10:00～12:00

吉田保育所
℡42-0662 園 庭 開 放

３月４日 (火)
9:00～11:00

かわね保育園
℡58－0259 園 庭 開 放

３月４日 (火)
9:00～11:00

くるはら保育園
℡57－1633 園 庭 開 放

３月５日 (水)
10:00～11:30

小田東保育所
℡45－2118 園 庭 開 放

３月５日 (水)
9:00～11:00

ふなさ保育園
℡57－0007 園 庭 開 放

３月６日 (木)
9:30～11:30

向原こばと園
℡46－2018

園 庭 開 放
みんなで遊ぼうね！
育 児 相 談

３月６日 (木)
10:00～11:30

みどりの森保育所
℡54－0880 園 庭 開 放

３月７日 (金)
10:30～12:00

ひの川幼稚園
℡52－2203 園 庭 開 放

３月11日 (火)
10:00～12:00

吉田保育所
℡42－0662 園 庭 開 放

３月11日 (火)
11:00～11:40

吉田幼稚園
℡42－2788

園 庭 開 放
( 人 形 劇 )

３月13日 (木)
9:30～11:30

向原こばと園
℡46－2018

園 庭 開 放
お別れ会とお楽しみ会

３月17日 (月)
10:00～12:00

吉田保育所
℡42－0662

園 庭 開 放
お楽しみ会 (人形劇)
※今年度からは会
食がありません
ので申し込みは
よろしいです｡

３月26日 (水)
9:30～11:30

入江保育園
℡43―1011 園 庭 開 放

３月27日 (木)
10:00～11:30

みつや保育所
℡42－1328 体 験 入 園

３月28日 (金)
10:30～12:00

ひの川幼稚園
℡52－2203 園 庭 開 放

＊上記保育所 (園) 以外は､ 随時､ 園庭開放を行っておりま
すが行事の都合などがありますので保育所 (園) にお問い
合わせください｡

※健診内容は､ 診察､ 身体計測､ 食生活・歯・ことばなど育児
全般における個別相談
※対象者には個人通知します｡



��������
安
芸
高
田
市
食
生
活

改
善
推
進
協
議
会

家
族
の
健
康
は
食
事
か
ら

そ
の
基
本
は

｢

ご
は
ん｣

昨
今
、
ご
は
ん
は
太
る
か
ら
と
敬
遠
さ
れ

が
ち
で
す
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
比
較
し
て

み
る
と
脂
肪
１
ｇ
は
９
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
、
糖

質
１
ｇ
は
４
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
で
す
。
糖
質
源

の
ひ
と
つ
で
あ
る
ご
は
ん
は
水
分
が
多
い
た

め
、
か
さ
が
あ
る
の
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
少
な

め
で
す
。
ご
は
ん
を
き
ち
ん
と
食
べ
る
こ
と

で
食
事
全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
抑
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
ご
は
ん
は
ど
ん
な
食
材
、
味
つ

け
と
も
相
性
が
よ
い
の
で
主
菜
、
副
菜
の
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
か
に
な
り
、
栄
養
を
ま

ん
べ
ん
な
く
摂
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
麦
・

分
つ
き
米
・
胚
芽
米
な
ど
は
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ

ネ
ラ
ル
・
食
物
繊
維
が
豊
富
な
た
め
、
白
米

に
適
量
混
ぜ
て
炊
く
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

す
ぐ
に
作
れ
る
一
品
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、

一
度
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

炒
り
豆
ご
は
ん

材
料(

２
人
分)

米

１
合

黒
豆(

乾)

20
ｇ

塩

小
さ
じ
３
分
の
１

作
り
方

①

米
は
炊
く
３
０
分
前
に
と
ぎ
、
ざ
る
に

あ
げ
て
お
く
。

②

フ
ラ
イ
パ
ン
を
弱
火
に
か
け
、
黒
大
豆

が
少
し
焦
げ
る
く
ら
い
ま
で
炒
る
。

③

炊
飯
器
に
米
・
黒
大
豆
・
水
・
塩
を
入

れ
て
炊
く
。
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�����������
健康あれこれ 保健医療課 ℡４２－５６１９

｢健康あきたかた21｣ の
具体的な推進計画がまとまりました！

｢健康あきたかた21｣ 推進委員会 (稲田教子委員長､
委員30名) は､ ２月８日 (金)､ クリスタルアージョ小
ホールで､ 全体会を開き平成18年度に市が策定した健康
増進計画 ｢健康あきたかた21｣ に掲げる目標数値を達成
するための具体的推進計画を取りまとめました｡
この推進委員会は､ 生活習慣病の予防に大きく関係す
る食生活・運動・たばこなど７つの分野ごとに､ それぞ
れ具体的に取り組む事業を検討するため､ 昨年７月に計
画策定時の委員や一般公募の市民､ 関係機関の代表など
で構成する委員会を立ち上げ､ ４つの部会に分かれて､
これまで検討してきました｡
具体的な事業としては､ 市民の皆さんにこの計画の周
知を徹底するための､ ｢健康あきたかた21｣ 推進キャン
ペーンや体験発表事業､ 健康かるた､ ロゴマーク作成事
業､ 歯磨き推進事業､ みんなで体操普及事業など各分野
ごとに今後10年間のスケジュールとともに具体的な事業
を掲げています｡
市では､ 今後この計画を市民総ぐるみで推進していく
ために ｢健康あきたかた21｣ 推進協議会 [仮称] を組織
し､ 市民と地域と行政が一体となった取り組みを行うこ
ととしています｡

献血

■とき・ところ
３月27日 (木) 安芸高田市役所

10：00～11：00
12：00～15：30

HIV抗体検査

■とき ３月18日(火) ９:00～11:00
■問合せと申込先：

広島県芸北地域保健所
℡ (082) 814-3181

断酒会

広島断酒ふたば会 中田克宣
℡ (０８２) ８１４－１８７４
■と き ３月３日(月)・21日(金)

例会 19:00～21:00
■ところ 吉田人権会館
※詳しい内容は､ お問い合わせください｡

認知症予防講演会

地域包括支援センター ℡４７―１２８１
■と き ３月25日 (火)

13：30～15：00
■ところ 向原若者センター
■テーマ
｢もし､ あなたが認知症になったら
～認知症の理解と介護～｣
講師：東北福祉大学総合福祉学部福祉心理学科教授､

認知症介護研究・研修仙台センター長・臨床心理士
加藤 伸司さん

�������

■
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す

平
成
20
年
10
月
か
ら
、
65
歳
以
上
の
世
帯

主
の
方
は
、
国
民
健
康
保
険
税
が
年
金
か
ら

差
し
引
か
れ
ま
す
。(

特
別
徴
収)

な
お
、
次
の
要
件
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、

今
ま
で
ど
お
り
口
座
振
替
ま
た
は
納
付
書
で

の
納
付
と
な
り
ま
す
。(

普
通
徴
収)

【
特
別
徴
収
に
な
ら
な
い
要
件
】

１
、
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ

れ
て
い
な
い
方

２
、
介
護
保
険
料
と
国
民
健
康
保
険
税
の
１

回
あ
た
り
の
合
算
額
が
、
年
金
の
１
回
あ

た
り
の
平
均
支
給
額
の
２
分
の
１
を
越
え

る
方

３
、
65
歳
未
満
の
加
入
者
が
い
る
方

４
、
年
金
給
付
を
受
け
る
権
利
を
担
保
に
供

し
て
い
る
方

５
、
年
金
給
付
の
全
部
の
支
払
い
を
受
け
て

い
な
い
方

６
、
年
金
給
付
の
年
額
が
18
万
円
未
満
で
あ

る
方

７
、
特
別
な
事
情
が
あ
る
方

●
納
付
方
法
の
仕
組
み

■
お
問
合
せ
先

市
民
生
活
部

税
務
課

市
民
税
グ
ル
ー
プ

(

電
話
42
―
５
６
１
４) ����げんき

の
み
な
も
と

ヘ
ル
シ
ー
弁
当
の
基
本

〜
お
弁
当
箱
の
選
び
方
〜

自
分
の
お
弁
当
箱
の
サ
イ
ズ
の
選
び
方
を

ご
存
知
で
す
か
？
お
弁
当
箱
の
大
き
さ
の
目

安
と
し
て
、
お
弁
当
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
と
お

弁
当
箱
の
容
量
を
ほ
ぼ
同
じ
と
考
え
ま
す
。

左
の
表
は
一
般
的
な
活
動
量
の
人
を
参
考

に
、
１
食
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
か
ら
割

り
出
し
た
お
弁
当
箱
の
大
き
さ
の
目
安
で
す
。

体
格
や
活
動
量
に
よ
り
、
好
ま
し
い
お
弁
当

箱
の
大
き
さ
は
違
っ
て
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

詰
め
る
材
料
や
詰
め
方
に
よ
っ
て
も
カ
ロ
リ
ー

は
変
わ
っ
て
き
ま
す
の
で
、
あ
く
ま
で
目
安

と
し
た
大
き
さ
で
す
。
表
を
参
考
に
自
分
に

あ
っ
た
お
弁
当
箱
を
選
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

｢

食
育
大
辞
典｣

参
照

食
生
活
の
ご
相
談
は
お
気
軽
に
保
健
医
療

課

栄
養
士
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

(

電
話

４
２－

５
６
１
９)
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65
歳
以
上
の
方
の
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
方
法
が
変
わ
り
ま
す

����
特別徴収で納めていた

だきます｡

国民健康保険制度では

なくなり､ 新たに創設

される後期高齢者医療

制度で保険料を納めて

いただきます｡

今までどおり普通徴収

で納めていただきます｡

｢特別徴収にならない

要件｣ に該当される方

は普通徴収で納めてい

ただきます｡

75歳未満の方がいらっ

しゃるので､ 世帯主の

方は世帯員の方の国民

健康保険税を普通徴収

で納めていただきます｡

加入者全員が65歳以上

75歳未満なので特別徴

収で納めていただきま

す｡

65歳未満の方がいらっ

しゃるので､ 普通徴収

で納めていただきます｡

擬世帯主

(76歳)

世帯主

(72歳)

世帯主

(66歳)

世帯員

(74歳)

世帯員

(70歳)

世帯員

(64歳)

【普通徴収】【特別徴収】【普通徴収】

75歳 65歳������������� ��������������� �������������

年齢別お弁当箱の大きさの目安 (�)
年齢(歳) 男性 女性

３～７ 400～500 400～500

８～11 600～700 600～700

12～17 800～900 700

18～29 900 600～700

30～49 900 600

50～69 800 600

70以上 600 500



市税

平成20年１月１日から､ 市税の延滞金(納期限の翌
日から１か月間にかかる部分)の割合が次のとおり変
わりました｡

年4.4％から年4.7％

なお､ 延滞金のうち１か月を経過した日以後の割合
は､ 年14.6％で変更はありません｡

■平成20年度から ｢前納報奨金制度｣ を廃止します

｢広報あきたかた６月号｣ でお知らせしましたとお
り市税 (固定資産税・住民税) を全期前納したときに
交付される前納報奨金を平成20年度から廃止します｡
なお､ 全期前納についてはこれまでどおり可能です
が､ 口座振替で全期前納されている方で､ 期別納付へ
の変更を希望される方は､ 口座振替ご利用の金融機関
にてお早めに変更手続きをお願いします｡

■問い合わせ 税務課 TEL４２－５６１４

平成20年から市税延滞金の
割合が変更になりました
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本
市
は
豊
か
な
田
園
都
市
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す

道
路
特
定
財
源
は
ま
ち
づ
く
り
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す

■
道
路
特
定
財
源
と
は

道
路
の
建
設
や
維
持
費
用
に
充
て
る
目
的

と
し
て
課
せ
ら
れ
て
い
る
、
揮
発
油
税
、
自

動
車
重
量
税
、
軽
油
取
引
税
、
自
動
車
取
得

税
、
地
方
道
路
譲
与
税
な
ど
を
総
称
し
て

｢

道
路
特
定
財
源｣

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
地
方
に
約
４
割
が
配
分
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
市
に
は
約
５
億
円
が
交
付
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
全
額
を
市
道
の
整
備
や
維
持
管

理
費
、
道
路
を
整
備
す
る
た
め
借
入
れ
た
お

金
の
返
済
な
ど
に
使
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
そ
の
道
路
特
定
財
源
だ
け
で
は
足

り
ず
市
税
な
ど
他
の
一
般
財
源
も
投
入
し
て

い
ま
す
。

■
道
路
特
定
財
源
の
暫
定
税
率
延
長
の
法
律

改
正
が
な
い
場
合
は

平
成
20
年
度
で
道
路
特
定
財
源
の
暫
定
税

率
の
法
律
が
な
く
な
れ
ば
、
本
市
に
交
付
さ

れ
て
い
た
こ
の
お
金
は
約
２
億
６
８
０
０
万

円
も
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
市
道
改
良
工
事

な
ど
の
補
助
事
業
が
出
来
な
く
な
る
だ
け
で

な
く
、
維
持
補
修
な
ど
も
困
難
に
な
り
ま
す
。

現
状
の
道
路
事
業
を
実
施
す
る
な
ら
ば
他
の

分
野
の
予
算
に
影
響
し
ま
す
。

■
道
路
特
定
財
源
の
維
持
で
ま
ち
づ
く
り
の

促
進
を

本
市
で
は
、
広
島
市
、
東
広
島
市
に
隣
接

す
る
豊
か
な
田
園
都
市
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
可
部
バ
イ
パ
ス
や
東
広

島
高
田
道
路
の
広
域
幹
線
道
路
網
の
整
備
促

進
や
、
県
道
改
良
な
ど
市
内
の
生
活
幹
線
道

路
の
整
備
の
た
め
国
や
県
に
要
望
活
動
を
毎

年
行
っ
て
い
ま
す
。
道
路
財
源
が
確
保
さ
れ

な
け
れ
ば
道
路
整
備
は
遠
の
き
、
市
の
目
指

す
ま
ち
づ
く
り
に
多
大
の
影
響
を
与
え
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

(

数
字
は
平
成
18
年
度
決
算
額
か
ら)

防犯灯

合併前に設置してある防犯灯の維持管理は､ 現在も旧町
からの維持管理の方法をそのまま継続していましたが､ 維
持管理方法を総合的に整理し､ 次のとおり統一した基準を
定め､ 市が管理するものを ｢道路照明補助灯｣ とし､ 地元
が管理されるものを ｢防犯灯｣ とします｡
つきましては､ 平成20年４月からの実施について､ 皆さ
んのご理解とご協力をお願いします｡
【市が維持管理する防犯灯】
①集落間を結ぶ道路に設置してあるもの｡
②基幹的な公共施設および公的施設へ接続する道路へ設
置してあるもの｡
③国県道と市道の交差点に設置してあるもの｡
④上記以外で特別な状況に設置してあるもの｡
該当する行政区には､ 市から連絡をさせていただきます
のでよろしくお願いします｡
※ご不明な点は市役所総務課または各支所地域振興担当課
までご連絡ください｡
■問い合わせ 市役所総務課 (℡42-5611)

八千代地域振興担当課 (℡52-2112)
美土里地域振興担当課 (℡54-0312)
高宮地域振興担当課 (℡57-0312)
甲田地域振興担当課 (℡45-4112)
向原地域振興担当課 (℡46-3112)

平成20年４月１日から防犯灯
維持管理基準を統一します

20

２
月
10
日(

日)
、
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ

ホ
ー
ル
で
安
芸
高
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
お
こ
し
や
住
み
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
地
域
や
人
の
連
携

と
情
報
交
換
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
こ

の
催
し
も
今
年
で
４
回
目
。
会
場
に
は
約
４

５
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
市
内
６
つ
の
地
域

振
興
会
に
よ
る
活
動
報
告
の
ほ
か
、
全
地
域

で
作
ら
れ
た
広
報
な
ど
の
展
示
紹
介
、
可
愛

小
学
校
４
年
生
の
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン

の
発
表
、
手
づ
く
り
料
理
を
味
わ
い
な

が
ら
の
交
流
会
と
い
う
内
容
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

地
域
活
動
報
告
を
行
っ
た
、
甲
田
町

井
才
田
地
域
振
興
会
の
宮
迫
雅
己
さ
ん

は
、
10
年
間
に
わ
た
っ
て
の
地
域
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
整
備
の
取
り
組
み
を
発
表
。

｢

振
興
会
会
員
同
士
の
連
携
が
強
ま
っ

た
こ
と
や
、
土
木
建
築
工
事
な
ど
も
、

自
分
た
ち
で
や
ろ
う
と
思
え
ば
で
き
る

も
の
だ
と
改
め
て
感
じ
た｣

と
こ
れ
ま

で
の
感
想
を
話
し
、｢

地
域
内
に
は
い

ろ
い
ろ
な
分
野
の
プ
ロ
が
い
る
。
女
性

や
高
齢
者
も
含
め
、
眠
っ
て
い
る
潜
在

能
力
を
引
き
出
し
て
、
身
の
丈
に
あ
っ

た
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
。｣

と
こ

れ
か
ら
の
抱
負
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
を
聞
い
て
、
県
立

広
島
大
学
の
野
原
建
一
教
授
は

｢

こ
の
た
び

は
女
性
の
登
場
が
な
か
っ
た
の
が
寂
し
か
っ

た
。
地
域
の
中
で
も
意
識
的
に
女
性
が
登
場

で
き
る
場
面
を
作
っ
て
も
ら
い
た
い｣

と
感

想
を
述
べ
、｢

地
域
づ
く
り
活
動
は
、
地
域

全
体
の
合
意
を
得
て
い
く
こ
と
が
大
切
。
広

報
な
ど
で
情
報
を
共
有
し
て
い
く
こ
と
が
、

全
員
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い

く｣

と
ま
ち
づ
く
り
へ
の
エ
ー
ル
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

下根振興会の西村正�さんは田楽の継承の取り組みを紹介｡

ま
ち
づ
く
り

そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
づ
く
り
を
報
告

安
芸
高
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

平
成
19
年
８
月
か
ら
約
半
年
間
に
わ
た
り
、

生
活
習
慣
を
見
つ
め
直
し
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
解
消
を
目
的
に
開
催
さ
れ

て
き
た
国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
。
そ
の
閉

講
式
が
２
月
９
日

(

土)

ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー

ジ
ョ
で
開
催
さ
れ
、
児
玉
市
長
か
ら
、
受
講

生
の
代
表
に
修
了
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

式
に
続
い
て
行
わ
れ
た
教
室
の
報
告
会
で

は
、
広
島
女
学
院
大
学
の
市
川
知
美
専
任
講

師
が
参
加
者
の
教
室
で
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
紹
介
し
ま
し
た
。｢

生

活
に
運
動
を
取
り
入
れ
る
か｣

と

い
う
質
問
に
は
95
％
の
人
が
、
ま

た

｢

こ
れ
か
ら
も
食
生
活
改
善
に

取
り
組
む
か｣

と
い
う
質
問
に
は

全
員
が

｢

は
い｣

と
い
う
答
え
を

出
し
、
各
自
の
生
活
習
慣
改
善
に

取
り
組
む
意
欲
が
現
れ
て
い
ま
し

た
。ま

た
、
県
立
広
島
大
学
の
加
藤

秀
夫
教
授
を
座
長
と
し
た
健
康
座

談
会
で
は
、
受
講
生
の
代
表
が
受

講
期
間
の
取
り
組
み
を
発
表
し
合

い
ま
し
た
。｢

大
人
に
な
る
と
あ

ま
り
ほ
め
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
が
、

運
動
や
栄
養
管
理
を
一
緒
に
取
り

組
ん
で
き
た
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん

か
ら
ほ
め
ら
れ
た
こ
と
が
励
み
に

な
っ
た｣

と
い
う
意
見
に
は
、
他

の
受
講
生
も
大
き
く
う
な
ず
か
れ
て
い
ま
し

た
。最

後
に
加
藤
教
授
か
ら

｢

明
る
く
元
気
に

過
ご
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
引
き
続
い
て
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い｣

と
い
う
言
葉
を
受
け
た
受
講
生
の
皆
さ
ん
は
、

半
年
間
の
成
果
を
ス
タ
ッ
フ
と
手
を
取
り
合
っ

て
喜
び
、
今
後
も
更
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
を
誓
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

｢体重が10キロ減った｣､ ｢腹囲が15センチ減った｣ という具体例には
会場からどよめきが出る場面も｡

健
康

脱
メ
タ
ボ
。
今
年
度
の
国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ

教
室
が
終
了
し
ま
し
た
。
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